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(57)【要約】
【課題】電話の着信があった場合に、発信者への応答と
して、電話発信またはメール送信を選択できる携帯端末
装置、画面表示方法及びプログラムを提供する。
【解決手段】電話の発着信及びメールの送受信が可能な
携帯端末装置であって、電話着信があった後に、発信者
への応答として、電話発信と、メール送信とのいずれか
を選択できる応答画面を表示し、応答画面で選択された
動作を行う制御手段を有する。制御手段は、メール送信
の選択肢として、電話着信時に通知された電話番号をメ
ールアドレスに用いるショートメッセージ送信、及び、
電話着信時に通知された電話番号に対応付けられて予め
装置内に記憶されているＥメール用のメールアドレスを
用いるＥメール送信の少なくとも１つを応答画面に表示
する。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話の発着信及びメールの送受信が可能な携帯端末装置であって、
　電話着信があった後に、発信者への応答として、電話発信と、メール送信の二種類の応
答方法を選択できる応答画面を表示し、前記応答画面で選択された動作を行う制御手段を
有し、
　前記制御手段は、
　前記電話着信時に通知された電話番号の通信相手との過去の通信履歴が所定の基準を満
たす場合は、前記メール送信を表示し、所定の基準を満たさない場合は、前記メール送信
を表示しない、携帯端末装置。
【請求項２】
　前記応答画面は、前記電話発信と、前記メール送信の二種類の応答方法を表すそれぞれ
のアイコンを表示可能であることを特徴とする、請求項１に記載の携帯端末装置。
【請求項３】
　前記メールは、ショートメッセージであることを特徴とする、請求項１又は２に記載の
携帯端末装置。
【請求項４】
　前記所定の基準とは、前記電話着信時に通知された電話番号の通信相手に対する過去の
、所定のメール送信成功回数、又は、総メール送信回数に占めるメール送信成功回数の割
合である所定のメール送信成功率であることを特徴とする、請求項１乃至３のいずれか1
項に記載の携帯端末装置。
【請求項５】
　前記所定の基準とは、前記電話着信時に通知された電話番号の通信相手からのメール受
信回数であることを特徴とする、請求項１乃至３のいずれか1項に記載の携帯端末装置。
【請求項６】
　電話の発着信及びメールの送受信が可能な携帯端末装置の画面表示方法であって、
　電話着信があった後に、発信者への応答として、電話発信と、メール送信の二種類の応
答方法を選択できる応答画面を表示し、前記応答画面で選択された動作を行う制御手段を
有し、
　前記電話着信時に通知された電話番号の通信相手との過去の通信履歴が所定の基準を満
たす場合は、前記メール送信を表示し、所定の基準を満たさない場合は、前記メール送信
を表示しない、画面表示方法。
【請求項７】
　前記応答画面は、前記電話発信と、前記メール送信の二種類の応答方法を表すそれぞれ
のアイコンを表示可能であることを特徴とする、請求項６に画面表示方法。
【請求項８】
　前記メールは、ショートメッセージであることを特徴とする、請求項６又は７に記載の
画面表示方法。
【請求項９】
　前記所定の基準とは、前記電話着信時に通知された電話番号の通信相手に対する過去の
、所定のメール送信成功回数、又は、総メール送信回数に占めるメール送信成功回数の割
合である所定のメール送信成功率であることを特徴とする、請求項６乃至８のいずれか１
項に記載の画面表示方法。
【請求項１０】
　前記所定の基準とは、前記電話着信時に通知された電話番号の通信相手からのメール受
信回数であることを特徴とする、請求項６乃至８のいずれか１項に記載の画面表示方法。
【請求項１１】
　請求項６乃至１０のいずれか１項に記載の画面表示方法をコンピュータに実行させるこ
とを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電話の発着信及びメールの送受信が可能な携帯端末装置、画面表示方法及び
プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話機において、電話着信があった場合、発信者の電話番号が通知されれば着信履
歴として残る。よって、発信者に応答する場合は、着信履歴として残った電話番号を用い
て、発信することが多い。例えば、着信履歴の電話番号が表示された状態で発信キーを押
下するなどの簡単な操作を行えば、容易に発信することができる。
【０００３】
　一方で、メールの利用率が多くなっている昨今では、携帯電話機において、電話着信が
あった場合、発信者に対してメールで応答するということも多い。しかし、電話着信時の
着信履歴としては、電話番号は表示されるものの、メールアドレスは表示されない。携帯
電話機内の電話帳にメールアドレスが記憶されているとしても、着信履歴には表示されな
い。従って、着信履歴が表示される画面から、発信者への応答メールを作成する画面に移
行するには、いくつかの操作を行う必要があり、操作が煩わしい。
【０００４】
　特許文献１には、特定の通信相手毎に、電話番号、メールアドレス、その他の情報を共
通の表示画面に表示する「携帯端末装置」が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２４４８１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１記載の携帯端末装置は、着信履歴として、電話番号やメ
ールアドレスを共通の表示画面に表示するものではない。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、電話の着信があった場合に、発信者
への応答として、電話発信またはメール送信を即座に選択して実行できる携帯端末装置、
画面表示方法及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　かかる目的を達成するために、本発明の携帯端末装置は、電話の発着信及びメールの送
受信が可能な携帯端末装置であって、電話着信があった後に、発信者への応答として、電
話発信と、メール送信とのいずれかを選択できる応答画面を表示し、応答画面で選択され
た動作を行う制御手段を有することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の携帯端末装置において、制御手段は、メール送信の選択肢として、電話
着信時に通知された電話番号をメールアドレスに用いるショートメッセージ送信、及び、
電話着信時に通知された電話番号に対応付けられて予め装置内に記憶されているＥメール
用のメールアドレスを用いるＥメール送信の少なくとも１つを応答画面に表示することを
特徴としてもよい。
【００１０】
　また、本発明の携帯端末装置において、通信相手毎に、電話番号と、Ｅメール用のメー
ルアドレスとを対応付けて記憶する電話帳手段を有し、制御手段は、電話着信時に通知さ
れた電話番号にＥメール用のメールアドレスが対応付けられて電話帳手段に記憶されてい
るか否かを判断する第１の判断を行い、第１の判断の結果、Ｅメール用のメールアドレス
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が記憶されている場合は、応答画面に、メール送信がＥメール送信であることを表示し、
第１の判断の結果、Ｅメール用のメールアドレスが記憶されていない場合は、応答画面に
、メール送信がショートメッセージ送信であることを表示することを特徴としてもよい。
【００１１】
　また、本発明の携帯端末装置において、過去に実行されたショートメッセージ送信の履
歴を示す実行履歴と、過去に実行されたショートメッセージ送信が成功したか否かを示す
成否履歴とを対応付けて記憶する履歴記憶手段を有し、制御手段は、実行履歴及び成否履
歴を表示することを特徴としてもよい。
【００１２】
　また、本発明の携帯端末装置において、制御手段は、応答画面においてメール送信の選
択肢としてショートメッセージ送信が選択された場合、履歴記憶手段を参照して、電話着
信時に通知された電話番号をメールアドレスに用いたショートメッセージ送信が過去に実
行されたかを判断する第２の判断を行い、第２の判断の結果、ショートメッセージ送信が
過去に実行されていた場合、履歴記憶手段を参照して、ショートメッセージ送信が成功し
たかを判断する第３の判断を行い、第３の判断の結果、ショートメッセージ送信が成功し
ていた場合は、ショートメッセージを作成するためのショートメッセージ作成画面を表示
し、第２の判断の結果、ショートメッセージ送信が過去に実行されていない場合、または
、第３の判断の結果、ショートメッセージ送信が成功していない場合は、ショートメッセ
ージを作成するためのショートメッセージ作成画面を表示するとともに、当該ショートメ
ッセージ送信が失敗するおそれがある旨を表示することを特徴としてもよい。
【００１３】
　また、本発明の携帯端末装置において、履歴記憶手段は、成否履歴のうち過去に成功し
たショートメッセージ送信と、過去に成功したショートメッセージ送信に使用された文字
コードとを対応付けて記憶しており、制御手段は、第３の判断の結果、ショートメッセー
ジ送信が成功していた場合、履歴記憶手段を参照して、過去に成功したショートメッセー
ジ送信に使用された文字コードを特定し、ショートメッセージ作成画面で用いられる文字
コードとして設定することを特徴としてもよい。
【００１４】
　また、本発明の携帯端末装置において、制御手段は、一の通信相手毎に、通信相手とや
り取りした電話の発着信及びメールの送受信の履歴を混在させて、時刻順に表示すること
を特徴としてもよい。
【００１５】
　本発明の画面表示方法は、電話の発着信及びメールの送受信が可能な端末装置で行われ
る画面表示方法であって、電話着信があった後に、発信者への応答として、電話発信と、
メール送信とのいずれかを選択できる応答画面を表示し、応答画面で選択された動作を行
うことを特徴としてもよい。
【００１６】
　また、本発明の画面表示方法において、メール送信の選択肢として、電話着信時に通知
された電話番号をメールアドレスに用いるショートメッセージ送信、及び、電話着信時に
通知された電話番号に対応付けられて予め装置内に記憶されているＥメール用のメールア
ドレスを用いるＥメール送信の少なくとも１つを応答画面に表示することを特徴としても
よい。
【００１７】
　また、本発明の画面表示方法において、通信相手毎に、電話番号と、Ｅメール用のメー
ルアドレスとを対応付けて予め記憶しておき、電話着信時に通知された電話番号にＥメー
ル用のメールアドレスが対応付けられて予め記憶されているか否かを判断する第１の判断
を行い、第１の判断の結果、Ｅメール用のメールアドレスが予め記憶されている場合は、
応答画面に、メール送信がＥメール送信であることを表示し、第１の判断の結果、Ｅメー
ル用のメールアドレスが予め記憶されていない場合は、応答画面に、メール送信がショー
トメッセージ送信であることを表示することを特徴としてもよい。
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【００１８】
　また、本発明の画面表示方法において、過去に実行されたショートメッセージ送信の履
歴を示す実行履歴と、過去に実行されたショートメッセージ送信が成功したか否かを示す
成否履歴とを対応付けて予め記憶しておき、実行履歴及び成否履歴を表示することを特徴
としてもよい。
【００１９】
　また、本発明の画面表示方法において、応答画面においてメール送信の選択肢としてシ
ョートメッセージ送信が選択された場合、実行履歴に基づいて、電話着信時に通知された
電話番号をメールアドレスに用いたショートメッセージ送信が過去に実行されたかを判断
する第２の判断を行い、第２の判断の結果、ショートメッセージ送信が過去に実行されて
いた場合、成否履歴に基づいて、ショートメッセージ送信が成功したかを判断する第３の
判断を行い、第３の判断の結果、ショートメッセージ送信が成功していた場合は、ショー
トメッセージを作成するためのショートメッセージ作成画面を表示し、第２の判断の結果
、ショートメッセージ送信が過去に実行されていない場合、または、第３の判断の結果、
ショートメッセージ送信が成功していない場合は、ショートメッセージを作成するための
ショートメッセージ作成画面を表示するとともに、当該ショートメッセージ送信が失敗す
るおそれがある旨を表示することを特徴としてもよい。
【００２０】
　また、本発明の画面表示方法において、成否履歴のうち過去に成功したショートメッセ
ージ送信と、過去に成功したショートメッセージ送信に使用された文字コードとを対応付
けて予め記憶しておき、第３の判断の結果、ショートメッセージ送信が成功していた場合
、過去に成功したショートメッセージ送信に使用された文字コードを特定し、ショートメ
ッセージ作成画面で用いられる文字コードとして設定することを特徴としてもよい。
【００２１】
　また、本発明の画面表示方法において、一の通信相手毎に、通信相手とやり取りした電
話の発着信及びメールの送受信の履歴を混在させて、時刻順に表示することを特徴として
もよい。
【００２２】
　また、本発明のプログラムは、本発明の画面表示方法をコンピュータに実行させること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、電話の着信があった場合に、発信者への応答として、電話発信または
メール送信を即座に選択して実行できる。よって、電話による応答だけでなく、状況に応
じてメールによる応答も即座に可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施形態である携帯電話に表示される待ち受け画面の一例を示す図で
ある。
【図２】本発明の一実施形態である携帯電話に表示される着信履歴画面の一例を示す図で
ある。
【図３】本発明の一実施形態である携帯電話に表示される通信相手特定の発着信履歴画面
の一例を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態である携帯電話に表示されるメール作成画面の一例を示す図
である。
【図５】本発明の一実施形態である携帯電話に記憶される履歴リストの一例を示す図であ
る。
【図６】本発明の一実施形態である携帯電話に記憶される電話帳リストの一例を示す図で
ある。
【図７】本発明の一実施形態である携帯電話に表示される画面遷移の一例を示す図である
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。
【図８】本発明の一実施形態である携帯電話に表示される画面遷移の一例を示す図である
。
【図９】本発明の一実施形態である携帯電話に表示される待ち受け画面の一例を示す図で
ある。
【図１０】本発明の一実施形態である携帯電話に表示される着信履歴画面の一例を示す図
である。
【図１１】本発明の一実施形態である携帯電話に表示される通信相手特定の発着信履歴画
面の一例を示す図である。
【図１２】本発明の一実施形態である携帯電話に表示される発信履歴画面の一例を示す図
である。
【図１３】本発明の一実施形態である携帯電話の正面外観を示す図である。
【図１４】本発明の一実施形態である携帯電話の要部構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について添付図面を参照して詳細に説明する
。
【００２６】
　携帯電話において、発信者番号が通知されて電話を着信した場合で、その時に応答でき
なかったので発信者に再度連絡する場合や、着信時に応答したものの、終話後にその相手
に再び連絡する場合がある。このような場合、発信者の電話番号は判明しているので、こ
の電話番号を利用して折り返し電話をかけることは、携帯電話では容易にできる。本発明
の携帯端末装置の一実施形態である携帯電話では、このような電話による応答の容易性を
、ＳＭＳやＥメールでも実現することを目的としている。
【００２７】
　本発明の携帯端末装置の一実施形態として、電話（音声通話）の発着信及びメールの送
受信が可能な携帯電話について説明する。なお、本発明の携帯端末装置は、携帯電話に限
定されるものではない。本実施形態の携帯電話の正面外観を図１３に示す。図１３に示す
ように、本実施形態の携帯電話は、各種情報を表示する表示部１と、各種キー（ボタン）
７１～７７、８１、８２等で構成される操作部とを有する。表示部１は、ディスプレイ等
の表示デバイスである。携帯電話のユーザ（操作者）は、操作部を用いて所望の操作を行
い、表示部１の表示を見て情報を確認する。なお、図１３に示す各種キー（ボタン）の配
置、数、機能の割り当ては一例である。
【００２８】
　本実施形態の携帯電話の構成を図１４に示す。本実施形態の携帯電話は、図１３に示し
た表示部１や操作部１２（各種キー７１～７７、８１、８２等）のほかに、制御部１０、
無線送受信部１３、音声信号入出力部１４、履歴記憶部１５、電話帳部１６を有する。
【００２９】
　無線送受信部１３は、基地局等を介して、電話や電子メール、インターネット情報など
をそれぞれ送受信する。
【００３０】
　音声信号入出力部１４は、音声信号の入出力を行う。例えば、電話の際に用いられるマ
イク、レシーバが挙げられる。また、着信音等を放音するスピーカや、携帯電話外部の音
を録音するためのマイクも例として挙げられる。
【００３１】
　履歴記憶部１５は、無線送受信部１３を介して送受信した電話、メール、インターネッ
トの履歴を作成し記憶する。履歴の内容としては、例えば、通信相手を示す情報（名前な
ど）、発信受信の区別、発信時刻、受信時刻などが挙げられる。本実施形態特有の履歴の
詳細については後述する。この履歴記憶部１５は、所定の記憶デバイス（記憶媒体）等で
実現される。
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【００３２】
　電話帳部１６は、通信相手（名称）毎に、電話番号、メールアドレス、ＵＲＬなどの情
報を対応付けて記憶する。この電話帳部１６は、所定の記憶デバイス（記憶媒体）等で実
現される。
【００３３】
　制御部１０は、プログラムに従って上記各部を制御する。この制御部１０は、ＣＰＵ（
Central Processing Unit）、プログラム等を格納するＲＯＭ（Read Only Memory）、プ
ログラム実行の際に用いられるＲＡＭ（Random Access Memory）等で実現される。
【００３４】
　なお、図１４には図示していないが、上記各部以外に、本実施形態の携帯電話は以下の
各部を有してもよい。現在時刻を計測する時計部を有してもよい。また、無線送受信部１
３を介して送受信した電子メールを記憶し、管理するメール管理部や、無線送受信部１３
を介して送受信したインターネット情報を記憶し、管理するインターネット管理部１５を
有してもよい。また、電話の着信やメールの受信を知らせる発光ダイオードなどの発光体
、振動子などよりなる報知器を有してもよい。また、画像を撮像するカメラ部や、カメラ
部で撮影した画像や無線送受信部１３を介して受信した画像を記憶し、管理する写真管理
部を有してもよい。また、カレンダ、スケジュール、日記などを記憶し、管理するスケジ
ュール／日記管理部を有してもよい。また、予め定めた表示画面を複数格納した表示画面
格納部を有してもよい。この表示画面格納部は、操作部１２を用いて入力される指令や情
報に応じて、それぞれ異なる表示画面を表示部１に表示するために、それぞれ予め定めた
表示画面データ（例えば、着信履歴表示画面やメール作成画面など）を複数格納したもの
である。
【００３５】
　以上のように構成された本実施形態の携帯電話の動作（本発明の画面表示方法の一実施
形態）について、各図を参照しながら以下に詳細に説明する。なお、以下に説明する画面
表示は、制御部１０が、操作部１２からの操作に従って、履歴記憶部１５や電話帳部１６
に記憶されている情報を用いて表示部１に表示させるものとする。
【００３６】
　まず、図１～図７を参照して、待ち受け状態において、電話の着信があった後、その着
信に対して応答する場合について説明する。図１～図６は、表示部１に表示される各画面
の一例を示す図であり、図７は、上記の場合における画面遷移の一例を示す図である。
【００３７】
　本実施形態の携帯電話は、待ち受け状態のときには、例えば、図１に示す待ち受け画面
を表示部１に表示する。図１に示すように、この待ち受け画面には、携帯電話の電池残量
を示す電池残量表示９１、携帯電話の通信可能性を示す通信可能性表示９２、各種情報を
表示する情報表示域２が表示される。情報表示域２には、例として、現在の日時を示す日
時表示１０１、メールの受信があったときに表示されるメール受信アイコン１０２、電話
の着信があったときに表示される電話着信アイコン１０３がそれぞれ表示されている。図
７の１００は、図１の状態を示している。
【００３８】
　この待ち受け画面が表示部１に表示されているときに、操作部１２のキー７４が操作さ
れたとする。キー７４には、着信履歴画面の表示が割り当てられているとする。制御部１
０は、キー７４の操作を検知すると、履歴記憶部１５に記憶されている最新の着信履歴を
取得する。そして、制御部１０は、取得した着信履歴に基づいて、表示部１に着信履歴画
面を表示させる。表示部１の情報表示域２には、例えば、図２に示す着信履歴画面が表示
される。図７の２００は、図２の状態を示している。なお、待ち受け画面が表示部１に表
示されているときに、キー７４以外の他のキーが操作された場合、制御部１０は、操作さ
れたキーに割り当てられた動作を行うものとし、ここでの説明は省略する。
【００３９】
　図２の着信履歴画面では、最新の着信から時刻順に、所定の件数分表示される。図２の
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例では、５件分が表示されているが、表示件数は、文字の大きさと表示デバイスの性能で
、適切に決めることができるものとする。画面の左端には、着信履歴（識別番号２０２）
を選択するための選択カーソル２０１が表示され、操作部１２のキー７５やキー７７で操
作されると、選択カーソル２０１は上下に移動する。また、最下位（図２では、識別番号
２０２の「４２」）でキー７７をさらに押すと、さらに過去の履歴が表示される。
【００４０】
　選択カーソル２０１の右側には、識別番号２０２が表示される。識別番号２０２は、各
着信履歴を識別するための番号である。図２の例では、最新の着信履歴は「４８」となっ
ている。
【００４１】
　識別番号２０２の右側には、着信のあった時刻である着信時刻２０３が表示される。着
信時刻２０３の右側には、発着信区分２０４が表示される。「Ｆｒ」は着信（受信）を表
し、「Ｔｏ」は発信（送信）を表す。図２は着信履歴画面であるので、全て「Ｆｒ」とな
っている。
【００４２】
　発着信区分２０４の右側には、発信者名２０５が表示される。例えば、識別番号２０２
の「４８」に対応する発信者名２０５として、「春山秋海」が表示されている。これは、
発信者「春山秋海」が自分の電話番号を通知する設定で電話発信を行った場合であり、か
つ、通知された電話番号と発信者名称とが電話帳部１６に対応付けられて記憶されている
場合である。制御部１０は、通知された電話番号が電話帳部１６に記憶されているかを判
断し、電話帳部１６に記憶されている場合、記憶されている電話番号に対応付けられた発
信者名称を発信者名２０５として表示する。なお、電話帳部１６に記憶されていない場合
は、制御部１０は、通知された電話番号をそのまま発信者名２０５として表示する。図２
では、例えば識別番号２０２の「４５」に対応する発信者名２０５が、この例に相当する
。
【００４３】
　発着信区分２０４又は発信者名２０５の下側には、着信のあった媒体を示す着信媒体ア
イコン２０７が表示される。図２の例では、電話着信、Ｅメール受信、ＳＭＳ（Short Me
ssage Service）受信のいずれかが表示されている。なお、ＳＭＳとは、電話番号をメー
ルアドレスとして用いるメールのことである。例えば、図２では、識別番号２０２の「４
８」、「４５」、「４２」に対応する着信媒体アイコン２０７は、電話の形をしたアイコ
ンであるので、電話の着信があったことを示している。識別番号２０２の「４８」に対応
するアイコンは、受話器が外れていないデザインであるので、着信があったときに応答し
ていないことを示している。識別番号２０２の「４５」、「４２」に対応するアイコンは
、受話器が外れているデザインであるので、着信があったときに応答したことを示してい
る。また、例えば、識別番号２０２の「４７」に対応する着信媒体アイコン２０７は、Ｅ
メールの受信があったことを示しており、また、識別番号２０２の「４３」に対応する着
信媒体アイコン２０７は、ＳＭＳの受信があったことを示している。なお、着信媒体アイ
コン２０７がＥメール又はＳＭＳの受信を示すものであるときは、図２に示すように、受
信メールのサブジェクトであるメールサブジェクト２０９が表示される。また、着信媒体
アイコン２０７が電話の着信を示すものであるときは、図２に示すように、通話時間（又
は着信時の呼び出し時間）を示す時間２０８が表示される。図２の例では、識別番号２０
２の「４５」、「４２」に対応する時間２０８は通話時間を示しており、識別番号２０２
の「４８」に対応する時間２０８は着信時の呼び出し時間を示している。
【００４４】
　また、図２に示す着信履歴画面の下方には、図１３に示すソフトキー７１、７２、７３
にそれぞれ割り付けられた動作を示すソフトキー割付３１、３２、３３が表示される。図
２の例では、ソフトキー割付３１には、ＳＭＳの送信を行うためのアイコンが表示されて
いる。また、ソフトキー割付３３には、電話、Ｅメール、ＳＭＳの全ての着信履歴を列挙
表示が割り付けられている。つまり、ソフトキー７３が操作されると、制御部１０は、履
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歴記憶部１６に記憶されている着信履歴の全てを表示部１に列挙して表示する。
【００４５】
　また、図２に示す着信履歴画面の情報には、応答画面２１が表示される。応答画面２１
には、発信者名２２と、応答可能な媒体を示す応答可能媒体アイコン２３とが表示される
。
【００４６】
　図２の例では、発信者名２２として「春山秋海」が表示されているが、これは、選択カ
ーソル２０１で識別番号２０２の「４８」が選択されているからである。つまり、応答画
面２１の発信者名２２は、選択カーソル２０１で選択されている発信者名２０５が表示さ
れる。
【００４７】
　また、図２の例では、応答可能媒体アイコン２３として、電話とＳＭＳの２つのアイコ
ンが表示されている。つまり、発信者に対して、電話又はＳＭＳでの応答発信が可能であ
ることを示している。このように、本実施形態では、制御部１０は、電話の着信があった
場合に、発信者への応答手段として、電話発信またはメール送信のいずれかを選択させる
応答画面２１を表示部１に表示させる。制御部１０は、選択された応答可能媒体アイコン
２３に基づく動作を実行する。メール送信は、Ｅメール送信またはＳＭＳである。図２の
例では、応答可能媒体アイコン２３として、ＳＭＳアイコンのみが表示されているが、Ｅ
メールアイコンも一緒に表示されることもある。
【００４８】
　制御部１０は、発信者が自分の電話番号を通知して発信してきた場合には、その電話番
号を使用して応答できるので、図２に示すように、応答画面２１に、応答可能媒体アイコ
ン２３として電話アイコンを表示させる。なお、発信者が非通知で発信してきた場合は、
発信者を特定できないので、制御部１０は、応答画面２１に応答可能媒体アイコン２３を
表示しない。
【００４９】
　また、制御部１０は、発信者が自分の電話番号を通知して発信してきた場合には、その
電話番号にＥメール用のメールアドレスが対応付けられて電話帳部１６に記憶されている
か否かを判断する第１の判断を行う。制御部１０は、第１の判断の結果、通知された電話
番号に対応付けられてＥメール用のメールアドレスが電話帳部１６に記憶されている場合
は、そのＥメール用のメールアドレスを使用して応答できるので、応答画面２１に応答可
能媒体アイコン２３として、Ｅメールアイコンを表示する。一方で、制御部１０は、第１
の判断の結果、通知された電話番号に対応付けられてＥメール用のメールアドレスが電話
帳部１６に記憶されていない場合は、応答画面２１に表示する応答可能媒体アイコン２３
としては、Ｅメールアイコンを表示せずに、ＳＭＳアイコンを表示する。図２の例は、こ
の場合を示している。なお、第１の判断を行う前に、制御部１０は、電話着信時に通知さ
れた電話番号がＳＭＳ送信として使えるかどうかを判断し、ＳＭＳ送信に使えない電話番
号の場合は、その旨を表示部１に表示させるようにしてもよい。ＳＭＳ送信に使える電話
番号の場合は、そのまま第１の判断を行う。
【００５０】
　なお、第１の判断の結果、通知された電話番号に対応付けられてＥメール用のメールア
ドレスが電話帳部１６に記憶されており、応答画面２１に応答可能媒体アイコン２３とし
て、Ｅメールアイコンを表示する場合でも、ＳＭＳアイコンを一緒に表示するようにして
もよい。もちろん、無条件にＥメールアイコンとＳＭＳアイコンを一緒に表示してもよい
が、過去のＳＭＳ送信の成功率に基づいて表示を制御してもよい。その理由は、電話番号
を宛先とするＳＭＳにおいて、ＳＭＳ送信が成功するか否かは、携帯電話のオペレータの
設備に依存するところがあり、海外からローミングを利用した場合では、その到達可能性
が保証されない。ゆえに、ＳＭＳでは、少なくとも通信相手からＳＭＳ受信が成功してい
ると、ＳＭＳ送信成功する可能性が上がる。従って、ＳＭＳ送信に伴う、成功するか否か
の不安を少なくするべく、本実施形態では、過去のＳＭＳの履歴を評価し、その評価に基
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づいて、応答可能媒体アイコン２３として、ＳＭＳアイコンを表示するか否かを決定する
ようにする。従って、ＳＭＳアイコンが応答画面２１に表示されていれば、ＳＭＳ送信が
成功する可能性が高いことを示すことになり、ユーザは安心してＳＭＳを選択することが
できる。ここで、ＳＭＳ送信の成功率に基づく表示制御の詳細を以下に説明する。
【００５１】
　例えば、履歴記憶部１５において、過去に実行されたＳＭＳ送信の履歴を示す実行履歴
と、過去に実行されたＳＭＳ送信が成功したか否かを示す成否履歴とを対応付けて記憶し
ておく。制御部１０は、履歴記憶部１５に記憶されている成否履歴を参照して送信成功率
を算出し、予め設定された閾値以上の場合には応答可能媒体アイコン２３としてＳＭＳア
イコンを表示するようにし、予め設定された閾値を下回った場合は、応答可能媒体アイコ
ン２３としてＳＭＳアイコンを表示しないようにする。上記送信成功率は、単に成功した
送信回数のみでもよいし、成功回数を総送信回数で割ったものでもよい。よって、ＳＭＳ
は、相手によっては到達しない場合があるので十分な利用がされてこなかったが、上述し
たように、過去のＳＭＳ送信実績を参照学習して、到達可能性に基づいて、応答可能媒体
アイコン２３として表示するので、ユーザは、発信者への応答手段として、ＳＭＳを安心
して選べる。なお、制御部１０は、操作部１２からの操作に従って、履歴記憶部１５に記
憶されている実行履歴及び成否履歴を表示部１に表示させるようにしてもよい。
【００５２】
　以上が図２の画面表示の説明である。ユーザは、発信者に応答したい場合、まず、キー
７５や７７を操作して、応答画面２１に、発信者名２２として所望の通信相手を表示させ
る。次に、ユーザは、表示されている応答可能媒体アイコン２３を見て、所望の応答方法
を選択する。図２では、例として、電話発信かＳＭＳ送信かを選択する。電話発信をした
い場合は、電話発信が割り当てられているキー８１を操作する。制御部１０は、キー８１
が操作されると、通知された電話番号に基づいて発呼を行う。ＳＭＳ送信をしたい場合は
、ソフトキー割付３１の表示を確認し、ＳＭＳ送信が割り当てられているキー７１を操作
する。制御部１０は、キー７１が操作されると、ショートメッセージを作成するためのメ
ール作成画面を表示部１に表示させる。このメール作成画面の例を図４に示す。
【００５３】
　図４に示すメール作成画面４には、送信媒体アイコン４１、宛先欄４２、サブジェクト
欄４３、本文欄４４が表示される。送信媒体アイコン４１は、送信媒体（ＳＭＳ又はＥメ
ール）を示すアイコンであり、図４の例では、ＳＭＳアイコンが表示されている。これは
、図２の画面においてＳＭＳ送信が選択されたためである。宛先欄４２は、メールアドレ
ス（ＳＭＳ用又はＥメール用）を入力する欄であるが、図４の例では、発信者「春山秋海
」の電話番号を用いたメールアドレスが予め入力されて表示される。これは、図２におい
て発信者「春山秋海」が選択カーソル２０１で選択された状態でキー７１が操作されたか
らである。よって、ユーザは、発信者のメールアドレスを入力する操作を行う手間が省け
る。なお、図４では、発信者名を表示しているが、メールアドレスを表示してもよい。入
力済みで表示される宛先欄４２に対して、題名を入力するためのサブジェクト欄４３及び
本文欄４４は空欄で表示される。ユーザは、サブジェクト欄４３及び本文欄４４に応答し
たい内容を入力した後、送信キーを操作する。制御部１０は、この操作を受け付けると、
ＳＭＳ送信を行う。
【００５４】
　以上説明したように、本実施形態によれば、電話の着信があった場合に、発信者への応
答として、図２に示す着信履歴画面から、電話発信かメール送信かを即座に選択して実行
できる。よって、電話による応答だけでなく、状況に応じてメールによる応答も即座に可
能となる。
【００５５】
　すなわち、本実施形態によれば、音声電話の着信があり、その発信者番号通知がされて
いれば、電話をかけてきた相手に対して、電話での応答発信と同程度の使いやすさで、メ
ールでの応答送信を利用できるので、電話だけでなく、状況に応じて簡単にＳＭＳやＥメ
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ールを選択できる。また、メール送信を選択した場合、電話番号と関連付けして電話帳に
Ｅメールアドレスを登録している相手に対しては、そのメールアドレスを宛先に設定して
メール作成に移り、次に本文を記載するだけで、すぐに送信できる。また、Ｅメールアド
レスを登録していない相手に対しては、電話番号をアドレスとしたＳＭＳ作成を優先して
作成することにして作成に移り、作成ではサブジェクトや本文を記載するだけで、送信可
能にできる。
【００５６】
　以上、本実施形態の携帯電話の構成及び動作について説明したが、以下に、本実施形態
の補足説明を行う。
【００５７】
　〔補足１〕
　図２に示す画面が表示されているときに、キー７４が操作されると、制御部１０は、履
歴記憶部１５に記憶されている情報に基づいて、図３に示す発着信履歴画面を表示部１に
表示させる。図７の３００は、図３の状態である。制御部１０は、図３に示すように、特
定された一の通信相手毎に、その通信相手とやり取りした電話の発着信及びメールの送受
信の履歴を混在させて、時刻順に表示する。図３の例では、図２において発信者「春山秋
海」が選択カーソル２０１で選択された状態でキー７４が操作された場合である。よって
、発信者「春山秋海」との間で過去に行った通信履歴のみが最新のものから時刻順に一覧
表示される。図３に示す発着信履歴画面では、特定された通信相手以外の発信者との通信
履歴は表示されない。そして、表示される通信履歴としては、電話の着信履歴のみならず
、電話の発信履歴、Ｅメール及びＳＭＳの送受信履歴が含まれる。なお、図３に示す各表
示（アイコン、数字、文字など）は、図２に示す各表示と同様であるので、ここでの説明
は省略する。この図３に示す画面を見ることによって、ユーザは通信相手との交信記録を
知ってから、電話やＳＭＳなどの応答を選択できる。すなわち、この図３の画面を確認す
ることにより、ユーザは、図２における電話かメールかの選択時や図４におけるメール作
成中でも、過去にその通信相手とは電話が多かったのか、又は、メールが多かったのかを
知ることができたり、あるいは、最新の通信履歴を知ることができたりする。これにより
、通信状況を把握できるので、通信相手に違和感を持たさずに連絡（応答）できる。また
、図３に示す画面が表示されているときに、再びキー７４が操作されると、制御部１０は
、図２に示す画面表示に戻す。なお、図３に示す画面からも、図２に示す画面が表示され
ているときと同様の操作を行うことで、応答可能媒体アイコン２３として表示されている
電話アイコンやＳＭＳアイコンを選択し、所望の応答が実行できる。
【００５８】
　〔補足２〕
　図２において、応答画面２１に表示されている応答可能媒体アイコン２３の中から、Ｓ
ＭＳアイコンが選択された場合に、以下の動作を行うようにしてもよい。制御部１０は、
履歴記憶部１５の実行履歴を参照して、電話着信時に通知された電話番号をメールアドレ
スに用いたＳＭＳ送信が過去に実行されたかを判断する第２の判断を行う。制御部１０は
、第２の判断の結果、ＳＭＳ送信が過去に実行されていた場合、履歴記憶部１５の成否履
歴を参照して、実行されたＳＭＳ送信が成功したかを判断する第３の判断を行う。制御部
１０は、第３の判断の結果、ＳＭＳ送信が成功していた場合は、図４に示すメール作成画
面を表示部１に表示する。制御部１０は、第２の判断の結果、ＳＭＳ送信が過去に実行さ
れていない場合、または、第３の判断の結果、実行されたＳＭＳ送信が成功していない場
合は、図４に示すメール作成画面を表示するとともに、当該ＳＭＳ送信が失敗するおそれ
がある旨を警告メッセージとして表示する。また、履歴記憶部１５において、成否履歴の
うち過去に成功したＳＭＳ送信と、過去に成功したＳＭＳ送信に使用された文字コードと
を対応付けて記憶しておくようにしてもよい。制御部１０は、第３の判断の結果、ＳＭＳ
送信が成功していた場合、履歴記憶部１５を参照して、過去に成功したショートメッセー
ジ送信に使用された文字コードを特定し、図４に示すメール作成画面で用いられる文字コ
ードとして設定する。従って、ＳＭＳは相手が受け取れる文字コードに制約をもっている
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場合があるが、同様に、過去に成功した文字コード記録を参照してメール作成を行うので
、文面が相手に理解される形で届く可能性が高い。
【００５９】
　〔補足３〕
　履歴記憶部１５に記憶される履歴例は、図５に示すような履歴リスト５でもよい。履歴
リスト５は、図５に示すように、本実施形態の携帯電話でやり取りされた電話の発着信及
びメールの送受信の履歴を時系列に記憶した情報である。制御部１０は、履歴リスト５の
中から必要な情報を抽出し、図２の着信履歴画面や、図３の通信相手を特定した発着信履
歴画面を作成し、表示部１に表示する。
【００６０】
　〔補足４〕
　電話帳部１６に記憶される電話帳例は、図６に示すような電話帳リスト６でもよい。電
話帳リスト６は、図６に示すように、通信相手毎に、電話番号と、メールアドレス（Ｅメ
ール用）とが対応付けられて記憶されている。また、図６の例では、ＳＭＳ送信で用いら
れる文字コード（Shift-JIS）、及び、ＳＭＳ送信の成功率（＋１）も通信相手毎に対応
付けられている。制御部１０は、条ｙじゅつしたように、履歴記憶部１５に記憶されてい
るＳＭＳ送信の履歴（実行履歴や成否履歴）に基づいて、成功率を算出し、電話帳リスト
６に記録する。成功率の算出方法は、上述した方法の他に、例えば、ＳＭＳの送信または
受信が成功した場合は＋１とし、ＳＭＳの送信失敗は－１としてカウントするようにし、
このカウント結果を電話帳リスト６に記録するようにしてもよい。また、制御部１０は、
受信したＳＭＳの文字コードを電話帳リスト６に記録（更新）する。なお、制御部１０は
、電話帳リスト６に記録されているＳＭＳの送信成功率を参照して、発着信媒体歴アイコ
ン２３としてＳＭＳアイコンを表示するか否かを決定するようにしてもよい。例えば、図
６に示すＳＭＳの送信成功率が「＋」の場合は表示するが、「０」や「－」の場合は、Ｓ
ＭＳアイコンを表示しないようにする。また、制御部１０は、電話帳リスト６に記録され
た文字コードを用いて、ＳＭＳ作成の設定を行い、図４に示すメール作成画面を起動する
ようにしてもよい。なお、制御部１０は、文字コードが電話帳リスト６に記録できていな
い場合や、新規の場合は、デフォルトの文字コードを設定する。
【００６１】
　〔補足５〕
　上記実施形態では、図１に示す待ち受け画面から着信履歴画面を表示した場合を説明し
たが、図１に示す待ち受け画面から発信履歴画面を表示した場合について説明する。図８
は、発信履歴画面の表示から応答発信までの遷移図である。待ち受け画面１００が表示さ
れているときに、発信履歴画面を表示すべくキー７６が操作されたとすると、制御部１０
は、履歴記憶部１５を参照して、図１２に示す発信履歴画面を表示部１に表示させる。図
８の１２００は、図１２の状態を示す。なお、図１２に示す各表示（アイコン、数字、文
字等）は、図２に示す各表示と同様であるので、ここでの説明は省略する。図１２に示す
発信履歴画面からも、発信相手を選んで、電話、ＳＭＳ、メールのいずれかの応答発信が
できる。
【００６２】
　〔補足６〕
　応答画面２１の応答可能媒体アイコン２３は、時刻（日時）に応じて表示されるか否か
が決められるようにしてもよい。ここでは、例として、図９に示す待ち受け画面から図１
０に示す着信履歴画面を表示させた場合で説明する。図１０の着信履歴画面は、図２のそ
れと比較すると、応答画面において表示される応答可能媒体アイコン２３のうち、ＳＭＳ
アイコンが表示されておらず、電話アイコンのみが表示されている。その理由を以下に説
明する。図９の待ち受け画面における日時表示１０１が「８：４０」であるため、この時
点では、例えば図５の履歴リスト５を見ても判別できるように、該当通信相手からＳＭＳ
を受け取っていない。よって、制御部１０は、応答手段としてＳＭＳ送信を選んだ場合、
その成功率が予測不能であるので、応答可能媒体アイコン２３としてＳＭＳアイコンを表
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示しないように制御する。さらに、図１０の着信履歴画面が表示されているときに、キー
７４が操作されると、制御部１０は、履歴記憶部１５（図５の履歴リスト）を参照して必
要な情報を抽出し、図１１に示す発着信履歴画面を表示部１に表示させる。図１１の画面
は、図３と同様に、通信相手を特定して、その通信相手との通信履歴（電話の発着信履歴
やメールの送受信履歴）のみを表示する画面である。ユーザは、図１１の画面を見ると、
通信相手「春山秋海」に対する着信が２件しかないことを確認できる。なお、上記のいず
れの履歴も最新の発着呼を上位とする逆時間順で図示している。
【００６３】
　このように、本実施形態によれば、着信履歴画面の表示から、電話、ＳＭＳ、Ｅメール
のいずれかを同様に発信できるばかりでなく、着信履歴表示と、相手に絞った発着信履歴
を見ることによって、相手への応答内容を事前に考慮してから、発信ができるため、質の
高い応答が可能である。
【００６４】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、上記実施形態に限定されるものではなく
、その要旨を逸脱しない範囲において種々の変形が可能である。
【００６５】
　例えば、上述した各実施形態における動作は、ハードウェア、または、ソフトウェア、
あるいは、両者の複合構成によって実行することも可能である。
【００６６】
　ソフトウェアによる処理を実行する場合には、処理シーケンスを記録したプログラムを
、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュータ内のメモリにインストールして実
行させてもよい。あるいは、各種処理が実行可能な汎用コンピュータにプログラムをイン
ストールして実行させてもよい。
【００６７】
　例えば、プログラムは、記録媒体としてのハードディスクやＲＯＭ（Read Only Memory
）に予め記録しておくことが可能である。あるいは、プログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ(Compa
ct Disc Read Only Memory)，ＭＯ(Magneto optical)ディスク，ＤＶＤ(Digital Versati
le Disc)、磁気ディスク、半導体メモリなどのリムーバブル記録媒体に、一時的、あるい
は、永続的に格納（記録）しておくことが可能である。このようなリムーバブル記録媒体
は、いわゆるパッケージソフトウエアとして提供することが可能である。
【００６８】
　なお、プログラムは、上述したようなリムーバブル記録媒体からコンピュータにインス
トールする他、ダウンロードサイトから、コンピュータに無線転送してもよい。または、
ＬＡＮ(Local Area Network)、インターネットといったネットワークを介して、コンピュ
ータに有線で転送してもよい。コンピュータでは、転送されてきたプログラムを受信し、
内蔵するハードディスク等の記録媒体にインストールすることが可能である。
【００６９】
　また、上記実施形態で説明した処理動作に従って時系列的に実行されるのみならず、処
理を実行する装置の処理能力、あるいは、必要に応じて並列的にあるいは個別に実行する
ように構築することも可能である。
【００７０】
　また、上記実施形態で説明したシステムは、複数の装置の論理的集合構成にしたり、各
装置の機能を混在させたりするように構築することも可能である。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　本発明は、音声及びテキストの発着信ができる装置・機器等に適用可能である。発信番
号通知と同様に、ＳＩＰを使ったアドレス通知でも、その番号に対するメッセージ通信機
能があれば、本発明によるユーザインタフェース（応答画面）が利用可能である。また、
コグニティブ通信では、音声電話とメールなどのメッセージを一体にしたアドレスに設定
したとしても、接続の多様性などから、そのメッセージ通信が保証されにくいことが予想
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【符号の説明】
【００７２】
　１　　表示部
　１０　　制御部
　１２　　操作部
　１３　　無線送受信部
　１４　　音声信号入出力部
　１５　　履歴記憶部
　１６　　電話帳部
　１０１　　日時表示
　１０２　　メール受信アイコン
　１０３　　電話着信アイコン
　２　　情報表示域
　２１　　応答画面
　２２　　発信者名
　２３　　応答可能媒体アイコン
　２０１　　選択カーソル
　２０２　　識別番号
　２０３　　着信時刻
　２０４　　発着信区分
　２０５　　発信者名
　２０７　　着信媒体アイコン
　２０８　　時間
　２０９　　メールサブジェクト
　３１　　ソフトキー割付左
　３２　　ソフトキー割付中
　３３　　ソフトキー割付右
　４　　メール作成画面
　４１　　送信媒体アイコン
　４２　　宛先欄
　４３　　サブジェクト欄
　４４　　本文欄
　５　　履歴リスト
　６　　電話帳リスト
　７１　　ソフトキー左
　７２　　ソフトキー中
　７３　　ソフトキー右
　７４　　カーソル左
　７５　　カーソル上
　７６　　カーソル右
　７７　　カーソル下
　８１　　電話発信キー
　８２　　電話切断キー
　９１　　電池残量表示
　９２　　通信可能性表示
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